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暮らしに便利

※10日（火）年金相談：整理番号札を9時 30分から年金相談会場で配布します。混雑時は人数制限をします。
また、届出人の方の身分証明書が必要です。届出人の方が代理人であるときは、委任状も必要です。

7月暮らしの相談日
相談名 日　時 場　所 問い合わせ

こころの健康相談
（要予約）

健康相談

結婚相談

司法書士相談
（相続・登記関係）
（要予約）

弁護士による
法律相談
（要予約）

年金相談
（※欄外参照）

人権相談

海部地域消費生活
センター巡回相談

行政相談 総務課
☎（55）7120

10日（火）

6日（金）

10日（火）

20日（金）

26日（木）

8月3日（金）

6日（金）
13日（金）

20日（金）

27日（金）

8月3日（金）

19日（木）

8月16日（木）

10日（火）・24日（火）

19日（木）

午後1時～3時

午前9時30分～11時30分

午後2時～3時30分

午後1時30分～3時30分
午後1時30分～3時30分

午後1時30分～3時30分

午後1時30分～3時30分

午後1時～3時

午後1時30分～3時30分

午前10時～11時30分

午前10時～11時30分

午後1時30分～3時30分

午後1時30分～3時30分

午後1時30分～3時30分

午前10時～正午

午後1時30分～3時30分

午後2時～4時30分

八開庁舎　相談室

佐織庁舎　相談室

市役所　北館　2階　相談室

立田庁舎　相談室

八開庁舎　相談室

市役所　北館　2階　相談室

立田庁舎　相談室

佐織庁舎　相談室

佐織庁舎　会議室

市役所　北館　1階　相談室
佐織総合福祉センター　健康相談室

立田庁舎　相談室

八開総合福祉センター　相談室

市役所　北館　1階　相談室

八開総合福祉センター　相談室

市役所　北館　1階　相談室

八開総合福祉センター

佐屋保健センター

佐屋保健センター

産業振興課
☎（55）7128

社会福祉課
☎（55）7115

保険年金課
☎（55）7119

愛西市社会福祉協議会
☎（37）3313

愛西市社会福祉協議会
☎（37）3313

愛西市社会福祉協議会
☎（37）3313

健康推進課
☎（28）5833

健康推進課
☎（28）5833

防災無線が聞き取れないときなどに
ご利用ください。

放送内容を確認できます。

☎（26）0202

総人口

男

女

世帯数

63,294 人

30,971 人

32,323 人

23,106 世帯

（Δ45）

（Δ18）

（Δ27）

（＋3）

6 月１日現在、（　）は前月比

　ボランティア団体の協力を得て
音声の広報をご用意しています。
ご利用される場合は、秘書広報課へ
ご連絡ください。

マチイロに関する問い合わせは
株式会社ホープ ☎092（716）1404まで

愛西データファイル

防災無線テレフォンサービス ご利用ください 音声の広報

愛西市のお知らせをアプリを通じて
スマートフォンやタブレットにお届け
します。

お知らせ

毎週金曜日（閉庁日を除く）

2日（月）・
8月6日（月）

①午前10時～11時30分
②午後0時30分～2時

①午前10時～正午
②午後1時～3時

3日（火）

8月7日（火）

【　　　　】
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です

　「
水
」は
、
私
た
ち
の
生
活
で
、

欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
が
、
身
近

だ
か
ら
こ
そ
事
故
も
発
生
し
ま

す
。
全
国
に
お
け
る
平
成
28
年
中

の
水
の
事
故
件
数
は
２
６
８
１
件

（
平
成
29
年
版 

消
防
白
書
）で
し

た
。
特
に
小
さ
な
子
ど
も
や
高
齢

者
は
そ
の
危
険
が
高
く
、
屋
外
・

屋
内
で
の
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

・「
水
遊
び
」や「
レ
ジ
ャ
ー
」で
は

　
子
ど
も
の
水
の
事
故
で
最
も
多

い
の
が
海
や
川
、
プ
ー
ル
で
の
水

遊
び
中
で
す
。
子
ど
も
は
遊
び
に

夢
中
に
な
る
と
周
囲
の
状
況
が
目

に
入
ら
な
く
な
り
ま
す
。
必
ず
大

人
が
付
き
添
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　
ま
た
、
ボ
ー
ト
・
水
上
バ
イ
ク

や
釣
り
な
ど
、
レ
ジ
ャ
ー
時
の
事

故
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
自

分
は
大
丈
夫
と
過
信
せ
ず
、
ラ
イ

フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
、
ル
ー

ル
を
守
り
、
安
全
を
確
認
し
て
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

・「
日
常
生
活
」で
は

　
子
ど
も
は
、
た
と
え
お
風
呂
で

あ
っ
て
も
、
誤
っ
て
頭
か
ら
落
ち

込
む
と
、
力
が
弱
い
た
め
自
分
で

は
起
き
上
が
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
周
囲
の
大
人

が
気
を
配
り
、
子
ど
も
に
は
正
し

い
知
識
と
水
の
怖
さ
に
つ
い
て
指

導
し
、
水
の
事
故
か
ら
大
切
な
命

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
入
浴
中
の
事

故
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
入
浴
中

に
急
に
動
け
な
く
な
り
、
そ
の
ま

ま
溺
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
家
族
が
時
々
声
を
か

け
た
り
、
入
浴
の
介
助
を
し
た
り

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・「
消
防
署
」で
は

　
消
防
署
で
は
、
週
末
に
消
防
車

に
よ
る
水
難
防
止
広
報
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
水
難
事
故
防
止
の
啓

発
活
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
ま
た
、
潜
水
隊
が
組
織
さ
れ
て

お
り
、
年
間
を
通
し
て
木
曽
川
を

使
用
し
た
実
戦
的
な
訓
練
を
行

い
、
水
の
事
故
に
備
え
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
毎
年
全
国
で
多
く
の
水
の
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
水
の
事
故

ゼ
ロ
を
目
指
し
て
、
今
年
も
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　 

消
防
本
部 

予
防
課

☎（
26
）１
１
０
９

水の事故に気を
つけましょう

ハイ！ こちら消防署

愛西市自治基本条例が施行されて、４年目を迎えました。そして、
この4月から「愛西市自治基本条例」に基づき策定された第 2次
総合計画に沿って、まちづくりを進めています。
あらためてこの条例がどのような条例なのか振り返ってみましょう。

愛西市は、平成１７年４月１日、４つの町村がひとつの市となり新しくスタートしました。木曽三川等の豊かな水と、
濃尾平野の肥沃な大地に恵まれています。私たちの祖先は水と戦い、その都度知恵を活かし治水に努めてきました。
こうした環境の中で、自然と文化の豊かさを実感し、人と人、地域と地域とが支え合って、歴史と伝統がいきづく
まちをつくってきました。
それぞれの伝統と特性を互いに尊重しながら、私たちが主体となり、これからも住み続けたくなるまち、人々が和
む心豊かなまち、私たちも次の世代も幸せに暮らすことのできる愛西市を目指します。
私たちは地域の中で関わり合い、情報を共有し、お互いによく話し合い、一人ひとりが自ら考え、行動し、「自治
の力量」を高めていく必要があります。まちの課題は、地域社会や経済環境の変化に伴い変わっていきますが、自
治の担い手である私たちは、互いに権利を尊重しながらそれぞれの責任と義務を果たしていきます。
私たち愛西市民は、今ここに、自治の主体としての権利と責務を改めて認識し、市民が主体の自主自立のまちづく
りに取り組むことを決意して、自治の最高規範となるこの条例を制定します。

愛西市自治基本条例には、前文がついています。この前文は、愛西市が目指すまちの姿を明らかにし、
市民が主体の自主自立のまちづくりに取り組むことを宣言しています。

前文に記載されているように、愛西市自治基本条例は、自治の最高規範であり、自主自立のまちづくり
をするための最も基本的なルールを定めたものです。自治の基本的な考え方や、まちづくりに携わる「市
民」、「議会」、「市長（行政）」の権利や責務、市政運営の基本的な進め方などがまとめられています。

自治基本条例とまちづくり⑥

　市民協働課　☎（55）7113
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